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国営滝野すずらん丘陵公園
　 4 月19日(日)～11月10日(火) 
　ノルディックウォーキング100kmコンペ
　　�グリーンシーズン期間中通算で100kmウォーキングを目指す

コンペを開催しています。達成者には賞状などの記念品を進
呈します。自然豊かな園内を健康づくりや運動不足の解消に
歩きましょう。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●場　所　受付場所：案内所、東口ゲート、森の交流館
　　　●時　間　 9 :00～17:00
　※�詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.com/）

をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）まで
お問い合わせください。
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　最近は、ほっかいどう学を始めとして、学生
や生徒が歴史や文化など地域のことを学ぶ機会
が増えてきたように感じます。筆者が、学校に
通っていたのは大昔です。全国一律の教育の下
で「春に咲くのは、ソメイヨシノ」と習ったため、
もとより花というものへの関心が薄かったこと
もあって、長くエゾヤマサクラもチシマザクラ
も知りませんでした。北海道には弥生時代がな
かったことも、教科書には書いてありませんで
した。
　今、地元のことを学ぶ動きが進んでいるのは、
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、その学びの大切さへの理解が浸透してき
たこともありますが、筆者は、人口減少も影響
しているのではないかと考えます。昔は子ども
も沢山いたので、その中から就職などで都会に
出ていく例があっても、地域を支える若者も一
定程度は残った。けれども、今では少ない子ど
もが都会に出て行ってしまうと地域には誰も残
らなくなってしまうから、そうならないように、
地域の子どもたちが故郷を理解し、愛するとい
うための教育を行う、そんな側面がある気がし
ます。
　将来の地域を背負って立つ若者を増やしてい
くために、地元を学ぶことはこれからますます
重要になっていくのではないでしょうか。
　今月から新年度。新入生にも、いろいろなこ
とを学んでほしいものです。� （目黒）
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